
特集 官公需法に基づく「平成25年度中小企業者
に関する国等の契約の方針」について

■―いま、これを伝えたい！― 里の厨事業協同組合

■誌上　暑中見舞

■組合等ニュース

■ 平成25年度山口県中小企業団体中央会青年部通常総会を開催

■景況動向

■ 中小企業相談支援事業のご案内

■ジャズフェスタ in 長門湯本温泉のご案内
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山口県中小企業団体中央会
青年部総会・組合青年部等交流会



2山口県の中小企業（2013年８月号）

シリーズ

産
加
工
品
、
野
菜
、
果
実
、
惣
菜
、
パ
ン

等
が
販
売
さ
れ
、
光
市
外
か
ら
も
多
く
の

来
店
客
（
昨
年
度
は
来
店
数
約
25
万
人
）

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

【
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
掲
げ
て
】

　

同
組
合
で
は
、
運
営
協
議
会
設
立
時
か

ら
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
掲
げ
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

① 　

地
産
地
消
の
推
進
（
地
場
農
産
物

の
消
費
拡
大
、
新
鮮
で
安
全
・
安
心

な
食
材
の
提
供
）

　

② 　

地
域
農
業
の
振
興
（
農
地
の
荒
廃

防
止
、
農
業
従
事
者
の
確
保
及
び
後

継
者
の
育
成
、農
業
所
得
の
向
上
等
）

　

③ 　

地
域
の
活
性
化
（
生
産
者
と
消
費

者
と
の
交
流
の
促
進
、
６
次
産
業
化

の
推
進
、
地
域
雇
用
の
創
出
）

　

④ 　

食
育
の
推
進
（
郷
土
料
理
の
伝
承
、

学
校
給
食
へ
の
地
場
産
農
産
物
の
供

給
、
農
業
体
験
に
よ
る
食
農
教
育
の

充
実
）

　

⑤ 　

観
光
振
興
の
強
化
（
周
辺
の
観
光

資
源
と
の
連
携
と
情
報
発
信
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
よ
る
交
流
人

口
の
増
加
）

【
地
元
密
着
で
地
域
を
活
性
化
】

　

同
組
合
は
、
右
記
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の

里
の
採
れ
た
て
笑
顔
と
懐
か
し
い
故
郷
の

 

心
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
う

―
い
ま
、こ
れ
を
伝
え
た
い
！
―

【組合概要】
　○　理 事 長：友弘　　啓
　○　組合住所：光市大字束荷2391番地19
　○　☎ 0820-4

ヨ

9
ク

-0
オ

8
ヤ

3
サ

1
イ

  FAX 0820-49-0832
【組合の主な活動】
共同販売事業　共同施設の管理運営、共同宣
伝事業、調査・研究事業等

里の厨事業協同組合

【
設
立
の
経
緯
】

　

当
組
合
は
、
一
昨
年
７
月
に
光
市
束つ
か
り荷

の
県
道
「
下
松
〜
田
布
施
線
」
傍
に
オ
ー

プ
ン
し
た
光
市
農
業
振
興
拠
点
「
里
の
厨
」

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
任
意
団
体
「
里

の
厨
運
営
協
議
会
」
か
ら
出
発
し
、
同
施

設
で
販
売
し
て
い
る
地
元
農
林
水
産
業
者

及
び
食
料
品
製
造
加
工
事
業
者
等
の
経
営

的
地
位
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地

域
社
会
の
信
頼
を
得
る
目
的
に
よ
り
、
本

年
４
月
に
組
合
員
２
６
３
名
で
設
立
し
ま

し
た
。

　

現
在
、「
里
の
厨
」
の
施
設
で
は
、
農

里さ
と
の
厨
く
り
や
事
業
協
同
組
合

具
体
策
と
し
て
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の

交
流
や
食
育
教
育
で
は
、
農
業
体
験
教
室
、

加
工
品
づ
く
り
体
験
教
室
（
そ
ば
打
ち
、

豆
腐
づ
く
り
、
米
粉
加
工
、
漬
け
物
づ
く

り
等
）、
い
ち
ご
ま
つ
り
、
束
荷
小
学
校
児

童
の
販
売
体
験
、
新
米
ま
つ
り
等
数
々
の

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
雇
用
で
も
貢
献
さ
れ
、現
在
、施
設
で
は
、

地
元
の
住
民
の
方
17
名
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。

観
光
振
興
の
強
化
で
は
、
同
地
域
に
は
、

国
指
定
の
史
跡
で
あ
る
石
城
山
等
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
り
、
ま
た
、
初
代
内
閣
総
理

大
臣
伊
藤
博
文
公
の
生
誕
地
と
し
て
知
ら

れ
、
こ
の
よ
う
な
観
光
資
源
を
「
里
の
厨
」

で
Ｐ
Ｒ
し
、
伊
藤
公
記
念
公
園
と
の
連
携

に
よ
り
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
６
次
産
業
化
を
推
し
進
め
る
】

　

６
次
産
業
化
が
注
目
さ
れ
て
い
る
中
、

同
組
合
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
、
第
１
次

産
業
（
生
産
）
×
第
２
次
産
業
（
加
工
）

×
第
３
次
産
業
（
販
売
）
を
一
体
的
に
展

開
す
る
こ
と
で
、
農
産
物
等
か
ら
新
し
い

付
加
価
値
を
生
み
出
し
、
農
林
漁
業
者
の

所
得
の
向
上
や
地
域
雇
用
の
創
出
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
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特　　集

官
公
需
法
に
基
づ
く
「
平
成
25
年
度
中
小
企
業
者

 

に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
方
針
」
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
６
月
25
日
、
官
公
需
に
お
け

る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
受
注
機

会
の
増
大
を
図
る
た
め
、「
平
成
25
年
度

中
小
企
業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
方

針
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
契
約
の
方
針
」
に
お
い
て
は
、
平
成

25
年
度
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向

け
契
約
目
標
額
を
、
よ
り
一
層
中
小
企
業

へ
の
配
慮
を
推
し
進
め
る
観
点
か
ら
、
４

兆
１
、９
０
２
億
円
（
昨
年
度
比
約
３
、５

９
０
億
円
増
）、
同
契
約
目
標
率
を
、
過

去
最
高
の
56
・
６
％(

昨
年
度
比
０
・
３
％

増)

と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
の
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
向
け
契
約
実
績
は
、
東
日
本

大
震
災
の
復
旧
・
復
興
事
業
に
お
い
て
中

小
企
業
の
積
極
的
な
活
用
を
図
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
３
兆
８
、０
６
７
億
円
（
昨
年

度
比
約
１
、８
１
１
億
円
増
）
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
契
約
の
方
針
」
に
お
い
て
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
講
じ
る
こ
と
と
し
た

主
な
措
置
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・ 

原
材
料
価
格
等
の
上
昇
に
よ
り
影
響
を

受
け
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ

約
期
間
を
一
定
期
間
ご
と
に
分
割
す

る
な
ど
、
分
離
・
分
割
発
注
す
る
よ

う
努
め
る
。

平成24年度目標 平成24年度実績 平成25年度目標

官 公 需 総 額 6兆8,052億円 7兆1,181億円 7兆4,068億円

中小企業・小規模事
業者向け契約金額 3兆8,312億円 3兆8,067億円 4兆1,902億円

中小企業・小規模
事 業 者 向 け 比 率 56.3％ 53.5％ 56.6％

⑵ 

官
公
需
に
お
け
る
物
件
等
の
価
値
の
適

正
な
評
価
へ
の
配
慮

　

調
達
対
象
の
物
件
等
の
価
値
を
適
切
に

評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
に
よ
る
受
注
機
会
の
確
保
を

図
る
。
具
体
的
に
は
次
の
３
点
。

▼ 　

価
格
以
外
の
品
質
や
機
能
を
評
価
す

る
入
札
制
度
で
あ
る
「
総
合
評
価
落
札

方
式
」
の
適
切
な
活
用

▼ 　

品
質
・
機
能
の
水
準
等
を
明
確
に
す

る
発
注
仕
様
書
の
作
成

▼ 　

価
格
以
外
の
要
素
の
適
切
な
評
価

　
官
公
需
法
に
基
づ
く
「
平
成
25
年
度
中

小
企
業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
方

針
」
の
詳
細
は
、
中
小
企
業
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp/
keiei/torihiki/2013/0625houshin.
htm

 

平
成
25
年
６
月　
中
小
企
業
庁

の
配
慮
。

・ 

価
格
以
外
の
品
質
や
機
能
を
評
価
す
る

入
札
制
度
で
あ
る
「
総
合
評
価
落
札
方

式
」
の
適
切
な
活
用
。

１ 

．
平
成
25
年
度
の
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
向
け
の
契
約
目
標

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
向
け
契
約

目
標
額
は
４
兆
１
、９
０
２
億
円
（
前
年

度
比
３
、５
９
０
億
円
増
）、
同
契
約
目
標

率
は
56
・６
％
（
前
年
度
比
０
・３
％
増
）。

２ 

．
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

の
受
注
機
会
の
増
大
の
た
め
新

た
に
講
じ
る
主
な
措
置

⑴ 

原
材
料
価
格
等
の
上
昇
に
よ
り
影
響
を

受
け
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
へ

の
配
慮

▼ 　

燃
料
や
原
材
料
等
の
市
況
価
格
の
変

動
が
激
し
い
商
品
等
に
つ
い
て
の
発
注

に
お
け
る
配
慮

　

・ 

最
新
の
実
勢
価
格
や
需
給
の
状
況
等

を
考
慮
し
て
予
定
価
格
を
作
成
す
る

よ
う
努
め
る
。

　

・ 

商
品
等
を
種
類
ご
と
に
分
離
又
は
契
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協同組合 柳井総合卸センター
理事長　西海　俊夫　　副理事長　幡田　光明　　大野　倍代

〒742‒0021　山口県柳井市柳井1574番地22　TEL 0820‒22‒3531　FAX 0820‒22‒1484

株式会社　エム・オン

有 限 会 社　 大 石 商 店

有限会社　大野屋商店

株 式 会 社　 オ ガ ワ

カワノ工業　株式会社

木 山 繊 維　 株 式 会 社

株 式 会 社　 九　　 動

株式会社　グッドライフ

周 東 酒 販　 株 式 会 社

株 式 会 社　 嶋 屋 商 会

周 防 食 糧　 株 式 会 社

立 川 蒲 鉾 店

田 中 商 事　 株 式 会 社

中四国ソルト　株式会社

株 式 会 社　 土 網 商 店

西日本液化ガス　株式会社

株 式 会 社　 友 松 商 店

株 式 会 社　 幡 田 商 店

株 式 会 社　 弘 中 商 店

有 限 会 社　 三　　 友

株式会社　柳井魚市場

山口合同ガス　株式会社

有 限 会 社　 山　　 中

暑中お見舞い申し上げます

下松陸上運送業協同組合
理事長　田　中　　　博

〒744‒0022　下松市大字末武下字西市沖680‒21
☎ 0833‒41‒5011　Fax 0833‒44‒2052

で結ぶ全国安全輸送をモットーに

㈱井上運送店　　㈱金近回漕店　　下松運輸㈱　　㈱西脇運送店

野田重工運輸倉庫㈱　長谷川産業㈱　㈱サンキュウトランスポート中国

組合員企業



5 山口県の中小企業 （2013年８月号）

暑中お見舞い申し上げます

山口県電気工事工業組合
理 事 長　　前　村　隆　規

技術・安全・信頼をモットーに！

 役　　　員

岩国支部　　濱田　敎保　　　　宇部支部　　松本　洋雄

徳山支部　　林　　重男　　　　下関支部　　和田　康孝

防府支部　　古谷　伸一　　　　長門支部　　磯野　謙治

山口支部　　入交　知則　　　　萩 支 部　　原田　利正

〒753-0074　山口市中央２丁目４番5号　山口中企ビル　３Ｆ
TEL 083-921-0885　　FAX 083-921-0955

副理事長　　城　　　英　明



みどりと潤いのある街づくり
みどりでストップ・ザ・温暖化
協同組合　下関造園クラブ

〒752‒0925　下関市亀浜町1802－１
☎ 083‒250‒5231　　FAX 083‒250‒5232

6山口県の中小企業（2013年８月号）

暑中お見舞い申し上げます

株式会社 ブンシジャパン
代表取締役　藤　村　周　介

〒746‒0015　周南市清水二丁目３番７号
☎ 0834‒62‒2575　FAX 0834‒62‒4283
URL：http://www.bunshi.co.jp/
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E-mail：info@homemakeup.co.jp

山口県室内装飾事業協同組合
理事長　古　野　訓　章

〒744‒0004　下松市青柳一丁目３番１号
☎ 0833‒44‒4886　FAX 0833‒44‒0130

http://hot-info.axis.or.jp/
E-mail　yama35naisou@diary.ocn.ne.jp

官公需適格組合
TORI  KAERU

新下関生コンクリート協同組合
理 事 長　田　中　　　寛
副理事長　植　木　達　郎
副理事長　渡　辺　　　正

〒751-0832
下関市生野町二丁目29‒15　是松ビル４階
☎ 083‒254‒0144　Fax 083‒253‒2101

山口県左官業協同組合
理事長　下　野　賢　一

〒740-0016　山口県岩国市三笠町二丁目４番45号
　　　　　  下野工業㈱内
　　　　　　　TEL 0827-29-3180
　　　　　　　FAX 0827-29-3181
ホームページアドレス
http://www.yamaguchisakan.com/

塗り壁で健康一番 いきいき家族

ユー・アイ・ケイ協同組合
☆ 人的交流を通し国際貢献 ☆

〒759‒0134　宇部市大字善和203番地249
TEL 0836‒62‒5555　FAX 0836‒62‒5556
E-mail：u-i-k@lake.ocn.ne.jp
URL http://www.e-jaro.jp/uik/

外国人技能実習生受入組合

理事長　西山　一夫

暑中お見舞い申し上げます

宇部工業グループ事業協同組合
代表理事　河　野　光　伸

〒759‒0295                       
宇部市大字妻崎開作874番地の１
☎ 0836‒41‒8448　FAX 0836‒41‒2852

山口県コンクリート製品協同組合

代表理事　河　野　通　晴

〒742-0021
柳井市柳井1740－１
☎ 0820‒24‒6177　Fax 0820‒24‒6178
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暑中お見舞い申し上げます

理事長　藤　本　敦　士

〒759‒4106 長門市仙崎4297番地の６
☎／FAX O837‒26‒3150

青海島観光基地協同組合

青海島でいちばん便利なお買い物の店

トンネル内の落石防止と導水を兼ねる
「剥落防止パネル」を製作、施工します

代表取締役会長　大亀　　守
取締役社長　大亀　剣侍

山口県中小企業団体中央会　会員のみなさまへ
日本政策金融公庫　国民生活事業は、中小企業のみなさまのための政策金融機関です。

★代表的な融資制度のご紹介★

普通貸付
ほとんどの業種の方の運転資金・
設備資金に

企業活力強化資金
【企業活力強化資金】

卸売業、小売業、飲食サービス業または
サービス業を営む方の設備投資に

ＩＴ資金
【企業活力強化貸付】

情報化への設備投資に

お問い合わせは、山口県内各支店まで
山口支店 TEL 083-922-3660　下関支店 TEL 083-222-6225
徳山支店 TEL 0834-21-3455　岩国支店 TEL 0827-22-6265

〒753-0212  山口市下小鯖3139-7
ＴＥＬ 083－941－1600㈹　ＦＡＸ 083－941－1611
http://www.sakuraco-print.co.jp/
E-Mail sakuraco@try-angle.co.jp

総合印刷・出版
Sakura Print

Synthetic Printing and Publication

俵山温泉
〒759－4211　長門市俵山5113

TEL 0837-29-0001　　FAX 0837-29-0536

強い抗酸化作用・還元力のある名湯

メールマガジン配信登録しませんか！
　山口県中小企業団体中央会は会員サービスの一環として、1月より会員の皆様へホッ
トなお役立ち情報をいち早くお届けするメールマガジンを配信しています。また、組
合員企業の皆様への直接配信も行います。配信をご希望の方は、中央会HPのメルマ
ガ配信フォームに必要事項をご入力頂き、ご登録下さい。登録は無料です。
　ご登録はこちらから（http://axis.or.jp/mail-delivery）
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暑中お見舞い申し上げます
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暑中お見舞い申し上げます

山口県中央会会員の皆さまへ耳より情報！
全国中小企業団体中央会
スーパーＪプランご加入のおすすめ

約59%割引!!
（団体割引30%、過去の損害率
による割引35%、大口契約割引

10%適用）

─普通傷害保険（準記名式包括契約特約、就業中のみの危険補償（事業主・役員・従業員）特約セット）─

※１　 保険料はご加入いただいた被保険者の人数泫に従った割引率で決定されますので、募集の結果上記と異なる保険料に変更される場合があり
ます。この場合、保険料を割引率に応じた金額とさせていただきますので、あらかじめご了承ください。

※２　 中央会の制度維持費を適用している場合には、引受保険会社の保険料とは別に、制度維持費（月払の場合100円、一時払の場合1,200円）を
上乗せして引き落としさせていただきます。制度維持費は本制度の維持・運営に必要な経費であり、山口県中小企業団体中央会が領収させ
ていただきます。

　泫　  全国中小企業団体中央会の傷害保険制度に加入された被保険者（補償の対象者）の人数を合算します。詳細は取扱代理店または引受保険会
社までお問い合わせください。

●このチラシは保険の特徴を説明したものです。詳細は商品パンフレット（全国中小企業団体中央会スーパーＪプランのおすすめ）をご覧ください。

従業員10名（内職種級別 Ａ：８名、Ｂ：２名）、就業中のみの危険補償（事業主・役員・従業員）特約
お一人あたり死亡・後遺障害保険金額500万円、入院保険金日額5,000円、手術保険金（手術の種類に応
じて入院保険金日額の10倍・20倍・40倍）、通院保険金日額3,000円の場合（※スーパーＪプランの被保
険者数は売上高等から算出される人数です。）

単独で傷害保険を
ご契約される場合

この団体傷害保険に
加入している場合1年間で

49,680
円もお得!

月々6,960円 月々2,820円
全国中小企業団体中央会
の団体傷害なら

毎月の
保険料は

詳しい内容をお知りになりたい場合には、下記シートをご記入いただき、ご連絡先までFAXしてください。

貴社名 所属組合名
ご住所
ご担当者名
TEL FAX

ご相談内容 1．見積りが欲しい　　　２．説明が聞きたい　　　３．加入したい

【取扱代理店】
三井生命保険㈱　山口営業部
住所：山口市中央３-１-７-１
TEL：083-922-1418
FAX：083-923-8088

三井住友海上火災保険株式会社
山口支店 山口支社
住所：山口市泉都町１-33
TEL：083-924-5984
FAX：083-924-7948

2013.06　B13-901448　使用期限2014年９月15日

万が一の事故に備えて社員の安心をバックアップ
全国中小企業団体中央会の団体傷害ならこんなにオトクです

〈ご連絡先〉
【組織名】
山口県中小企業団体中央会
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平成25年度通常総会を開催！

　中央会青年部は、７月18日㈭、長門市「白木屋グランドホテ
ル」で、第22回山口県中小企業団体中央会青年部通常総会を開
きました。
　総会では、山田青年部長の開会挨拶に続いて議案の審議に入
り、すべて原案どおり可決承認されました。
　総会終了後、講演に移り、ヴィゴラスマインド　代表　金光
サリィ氏より、「お客様がどんどん集まる！コミュニケーショ
ン集客術～脳科学、心理学に基づいたコミュニケーションと
は！」をテーマに講演がありました。講師は、受講者同士での
コミュニケーションを交え、脳科学、心理学の手法を用いながら「先ず、解決すべき『問題点』（キーワード）を明
確化して設定することから始まる」、「人間は否定的に表現するとますますその方向に向かう」、「相手に伝える時は、
否定表現ではなく、肯定表現を心がける」、「常に成功のイメージを思い描き、ウエルカムな気持ち、態度で臨む」、「相
手の立場、気持ちを思いやることで、魅力・評価も高まる。」等といった、自分や会社のファンを増やすための心が

けについて事例をもとに体系的に話をされました。
　講演会終了後、来賓の伊豆田商工会連合会青年部長、岩下商
工中金下関支店長、濱三井生命山口営業支社長にもご参加いた
だいて、懇親交流会を開催し、山口県青年醸友会（山口県酒造
協同組合青年部）による地酒試飲コーナーも設けられるなど、
和やかな雰囲気の中、青年部同士の交流はもちろん、講師への
質問の列ができるなど、とても活気あふれる有意義な時間とな
りました。
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山口県中小企業団体中央会青年部

挨拶をする山田青年部長 通常総会の風景

講演を行う金光サリィ氏 講演の風景
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岩国・柳井
地域

周南地域
防府・山口地域下関地域

宇部・山陽小野田
地域

萩・長門地域

月次景況調査結果

業種別の景況
業　　　種 ６月期 対前月比

製

造

業

食 料 品 →

繊 維 工 業 →

木 材 ･ 木 製 品 →

印 　 刷 →

窯 業 ･ 土 石 製 品 →
一 般 機 器 →
輸 送 機 器 →

非
製
造
業

卸 売 業 →

小 売 業 →

商 店 街 →

サ ー ビ ス 業 →

建 設 業 →

運 輸 業 →

※DI値（前年同月比）＝増加・好転組合割合－減少・悪化組合割合
（表については、情報連絡員60名の他に、中央会が聞き取り等で集めた20組合のデータが加算されています。）

地 域 別 の 景 況

DI値
30以上 …………… 
10以上30未満 …… 
－10以上10未満 … 

－30以上－10未満 … 
－50以上－30未満 … 
－50未満 ………… 

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　

製 造 業　
非製造業　 製 造 業　

非製造業　

製 造 業　
非製造業　

景況動向

平成25年６月期

　山口県内の「業界の景況（前年同月との比較）」は、
悪いと感じている人が、先月（５月）と横並びの状
況であった。製造業では受注に若干の増加がみられ、
小売業は前年とほぼ同額の売上。運輸業は輸出が改
善し前年よりも稼働しているとの報告と、近距離輸
送の重要度が増しているとの報告があった。また、
単価の切り下げや短納期の要請が依然として厳しい
ほか、燃料その他経費の値上がりを価格に転嫁でき
ず、収益が悪化し、好景気の感は無いとの報告も多く、
先行きへの期待と懸念が混在している状況である。
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　地区・業種を代表する県内組合の役職員60名の方から、毎月、業界の景気動向等に関する情報を収集・分析し、行
政・関係機関に情報提供しています。
　また、中央会ホームページ（http://axis.or.jp/）の「月次景況調査」にも掲載していますのでご活用下さい。

製

造

業

食 料 品
○　６月は比較的天候に恵まれた日が多かったため、引き続き順調な月商で推
移している。主力の「萩の瀬つきあじ」の水揚げが芳しくなく、全般に不足
気味が続いている。 （水産食料品製造業）

繊 維 工 業
○　原材料等の値上がりもあり非常に苦しい。当組合企業で一部操業を縮小し、年
内に休止に追い込まれる企業も見受けられ、先が見えない。 （下着類製造業）
○　円安で材料・資材等が少しずつ価格上昇となったが、加工賃や販売価格は変っ
ていない。 （外衣・シャツ製造業）

木 材 ・
木 製 品

○　消費税増税前の需要等が見受けられるが、大幅な増加には至っていない。
 （製材業・木製品製造業）

印 刷
○　夏場の閑散期は、付帯業務を含めて仕事量を確保し乗り越えたい。円安の影
響で印刷用紙は価格改定の依頼があり、その他経費も値上がりするので、これか
らの収益悪化が懸念される。 （印刷）

窯 業 ・
土 石 製 品

○　対前年同月比は、骨材116％、路盤材98％、再生材154％、全体では117％の出
荷量。 （砕石製造業）

○　出荷量は、前月比91％、前年同月比は90％。公共事業関連予算の増加に伴う
出荷量の具体的な動きは、今のところない。 （生コンクリート製造業）
○　下関で１社の倒産があったが、原因は不明。 （石工品製造業）

一 般 機 器

○　自動車業界が好転してきている。景気が全体的に上向き加減になってきた感じ
があり、業況の良い企業への転職者が出始めている。 （一般機械器具製造業）
○　金型製造関係の上半期受注は当初予定を上回った。９月末まではこのまま推移
しそうである。10月以降については、先が見えない状況。成形製品の動向は、民
生部品関係の受注は横ばい状態であるが、自動車関係の受注は減少したまま推
移している。 （特殊産業用機械製造業）

輸 送 機 器 ○　車輌、加工、プラント部門ともに生産増の機運は見られず、低水準に推移して
いる。単価の切下げの要請が強く、厳しい運営。 （鉄道車両・同部品製造業）

非

製

造

業

卸 売 業 ○　全体的に前年より大きな変化は無く、街に活気が無く、アベノミクスの効果は
全く実感としてない。 （柳井市）

小 売 業
○　店頭では夏の商戦で忙しくしている。 （化粧品小売業）
○　４～６月の３ヶ月は、ほぼ前年と同額の売上。 （各種商品小売業　山口市）
○　売上、客数共に前年を下回る厳しい状況が続いている。昨年退店の空き店舗
へのテナント誘致の見通しも厳しい状態。 （各種商品小売業　長門市）

商 店 街 ○　前月に比べ天候の変化も、気温の変化も激しく、客足も悪かった。 （山口市）
○　サービス業で「ヨガ教室」の新規出店者有り。 （萩市）

サービス業
○　状況は、先月と相変わらず。低いところで推移している。請負のビジネスから、
商品販売、サービス提供のビジネスにシフトしていかねばならないと思っている。
 （情報サービス業）

建 設 業

○　下期ぐらいから仕事は忙しくなるという雰囲気はあるが、現在、実感はない。
 （左官業）
○　平成24年度補正の公共工事の発注が出揃ったが、思った程の工事費でない。
本年度の公共工事は増加すると聞いているが、具体的な工事発注は不明。
 （土木工事業）

運 輸 業

○　６月の輸送稼動は輸出関連の改善もあり、前年比10％程度伸びた。一方、燃
料価格は依然として高止まりの状態にあり、前年比８％程度の値上りとなってい
る。 （一般貨物自動車運送業　防府市）
○　運賃の低下、荷物の減少等により、長距離輸送の仕事では利益が全く上がらず、
地場（近距離輸送）での地道な仕事が重要になってきている。やむを得ずこの度
岡山・広島の運送拠点を閉鎖した企業もある。このように、小回りのきく物流が
ポイントになりつつある。 （一般貨物自動車運送業　宇部市）

情報連絡員報告 平成25年６月期

景況動向
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中央会ＰＲ・お知らせ
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中小企業相談支援事業のご案内
　最低賃金額の引上げの影響が大きい地域の中小企業事業主にとって、最低賃金の引上げに対応した
賃金の引上げを行うためには、生産性の向上等の経営改善を通じて賃金支払能力の向上を図ると同時
に、経営改善によって変更される賃金制度、労働時間制度、労働安全衛生管理体制等の見直しが課題
となります。
　このため、この課題に取り組む中小企業への支援として経営課題と労務管理の相談等をそれぞれの
専門家によってワンストップで対応できる相談窓口を整備するため、本会に、最低賃金総合相談セン
ターを設置し、最低賃金引上げに向けて生産性の向上等の経営改善に取り組む中小企業の相談等にワ
ンストップで対応しています。
　具体的には　•　もう少し生産効率を上げたいのだが…
　　　　　　　•　販路拡大の方法について知りたいのだけれど…
　　　　　　　•　給与制度・給与体系を見直したいのだが…
　　　　　　　•　その他、経営・労務に関すること
などの相談への対応や、さらに専門家を各企業へ派遣して、個別にコンサルティングを行っています。
　なお、このほかにも、最低賃金引上げのための設備投資の助成金（助成率２/３、上限100万円）に
ついての相談もお受けしています。
　コーディネーターが常駐していますので、お気軽にご相談ください。

■お問い合わせ　山口県最低賃金総合相談支援センター（山口県中小企業団体中央会内）
　　　　　　　　山口市中央４－5－16　　☎ 083-922-2606
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青年部総会・組合青年部等交流会

　昨年の11月１日に、組合の職員になられたとのこと。現在は、事務全般
を一人で担当されています。
　趣味を伺うと、「スポーツ観戦、あとは子育てに奮闘しています。」と答
えられました。
　好きな言葉、モットーは、「何事にも前向きに!!」です。
　日々心がけておられることは、「笑顔を絶やさない！」
　組合のPRをお願いしたところ、「組合が設立されて、50周年を迎えた歴
史ある組合です。造船業界は、これまで、好不況の波を受けながら、組合
員一致団結して頑張ってきました。今後も、業界並びに社会貢献に推進し
ていきます。」と笑顔で答えていただきました。
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今月の

さわやかレター

協同組合新笠戸ドック協力会
伊藤　宏江さん


